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２０２５年１月５日（日）降誕節第２主日・新年礼拝 

銀座教会・新島教会 家庭礼拝 

礼拝招詞「彼は立って、群れを養う 主の力、神である主の御名の威厳をもって。 

     彼らは安らかに住まう。今や、彼は大いなる者となり 

     その力が地の果てに及ぶからだ。彼こそ、まさしく平和である。」         

   主の祈り                           ミカ書５：3-4 

交読詩編  詩編７０編５～６節 

 あなたを尋ね求める人が 

 あなたによって喜び祝い、楽しみ 

 御救いを愛する人が 

 神をあがめよといつも歌いますように。 

 神よ、わたしは貧しく、身を屈めています。 

 速やかにわたしを訪れてください。 

 あなたはわたしの助け、わたしの逃れ場。 

使徒信条 

讃美歌 １１４番 天なる神には みさかえあれ 

 

聖 書 ルカによる福音書２章２２～３５節 

22 さて、モーセの律法に定められた彼らの清めの期間が過ぎたとき、両親はその子を主に献

げるため、エルサレムに連れて行った。23 それは主の律法に、「初めて生まれる男子は皆、

主のために聖別される」と書いてあるからである。24 また、主の律法に言われているとおり

に、山鳩一つがいか、家鳩の雛二羽をいけにえとして献げるためであった。 

25 そのとき、エルサレムにシメオンという人がいた。この人は正しい人で信仰があつく、イ

スラエルの慰められるのを待ち望み、聖霊が彼にとどまっていた。26 そして、主が遣わすメ

シアに会うまでは決して死なない、とのお告げを聖霊から受けていた。27 シメオンが“霊”

に導かれて神殿の境内に入って来たとき、両親は、幼子のために律法の規定どおりにいけにえ

を献げようとして、イエスを連れて来た。28 シメオンは幼子を腕に抱き、神をたたえて言っ

た。29 「主よ、今こそあなたは、お言葉どおり／この僕を安らかに去らせてくださいます。

30 わたしはこの目であなたの救いを見たからです。31 これは万民のために整えてくださった

救いで、32 異邦人を照らす啓示の光、／あなたの民イスラエルの誉れです。」33 父と母は、

幼子についてこのように言われたことに驚いていた。 

34 シメオンは彼らを祝福し、母親のマリアに言った。「御覧なさい。この子は、イスラエル

の多くの人を倒したり立ち上がらせたりするためにと定められ、また、反対を受けるしるしと

して定められています。35 ――あなた自身も剣で心を刺し貫かれます――多くの人の心にあ

る思いがあらわにされるためです。」 

 

牧会祈祷 

 天の父なる神さま。クリスマスの喜びに浸りつつ、主の年２０２５年を迎えました。 

クリスマスの礼拝には多くの方々をお招きくださり感謝いたします。お一人お一人が神さ

まの愛によって、支えられ、主と共に歩めますようにお導きください。 

 新島教会と共に心を合わせて礼拝を続けられますようにお導きください。 

 主イエス・キリストの御名によって祈ります。  アーメン 
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説 教「主イエスとシメオン」                  牧師 髙橋 潤 

                                ルカによる福音書２章２２～３５節 

 主の年２０２５年、共に新年礼拝を献げる主の導きに感謝いたします。 

 本日の御言葉は救い主の誕生から４０日が過ぎた時の出来事です。モーセの律法によっ

て定めの期間が過ぎ、主イエスの父と母は主イエスを抱いてエルサレム神殿に行きました。

神殿に行く第一の目的は母マリアの清めのためです。旧約聖書レビ記１２章に記されてい

るように出産後４０日間は、子を産んだ母親の汚れの期間とされていました。この期間を

経て神殿において犠牲を献げ、汚れを清められるとされていました。この定めの背景には、

産後の女性を休ませなければならないという母体を守る配慮があったと伝えられていま

す。マリアとヨセフが神殿に出かけたもう一つの理由は出エジプト記１３章に記されてい

る「初めて生まれる男子は皆、主のために聖別される」ためです。初めて生まれた男子で

ある主イエスは、神殿において主に献げられ、聖別の儀式を受けたのです。このようにヨ

セフとマリアは、忠実に律法に従って長男を献げ、伝統的な儀式を行ったのです。 

 この伝統的な儀式は、出エジプトの出来事に由来しています。出エジプトの時、小羊の

血が戸口に塗られ、その印によって、イスラエルの初子が救われました。この出来事から、

長男は神のものであるという理解が生まれ、長男が献げられることによって、次男三男そ

して家族全体が神の恵みと祝福を受けることができました。長男をささげた後、代価を支

払って買い戻す儀式が行われます。そして、家族の祝福の源として長男の奉献と買い戻す

儀式が行われました。 

 日本の風習、お宮参りは土地の守護神に赤ちゃんが無事誕生した事を報告し、健やかな

成長を祈願し神社で参拝します。キリスト者は土地の氏神を神としているのではありませ

ん。父子聖霊なる神を信じますから、お宮参りではなく教会でお祈りすることが大切です。

私たちの教会では、ご家族の希望によって「新生児誕生の祈り」をささげます。教会では

ユダヤの伝統のように長男だけに限定することはしません。男子も女子も二人目も三人目

も皆、神の祝福を受けることが出来ます。 

 旧約聖書の伝統を継承するシメオンとアンナが登場します。アンナは８４才、シメオン

の年令は記されていませんが、救い主に会うまでは死なないという言葉から、ご高齢であ

ったと想像されています。シメオンとアンナはヨセフとマリアが主イエスを抱いている姿

を見て、そのそばに近寄り、主イエスを抱いて、本日の御言葉であるシメオンの賛歌を歌

いました。シメオンについて大事なことは、２７節の「霊に導かれて」いたということで

す。聖霊に導かれていたがゆえ、シメオンはこの幼子こそメシア（救い主）であると救い

主を見分けることが出来ました。シメオン自身の眼力や能力ではなく、聖霊なる神の導き

によって、救い主を知り、喜ぶことができました。信仰の確信が与えられました。この信

仰の確信からシメオンの賛歌が生まれました。 

 ルカによる福音書は、エルサレム神殿での主イエスの奉献を通して、ヨセフとマリアが

忠実に律法に従っている姿を伝えています。そしてシメオンの人となりとしても、「正し

い人」「信仰があつく」と紹介されて、当然ですが彼らも律法に忠実であることがここで

も強調されています。このことは実は福音書において大変大切なことなのです。 

 エルサレム神殿において主イエスが伝統的な儀式を受けたことによって、主イエスは旧

約聖書の伝統を正式に継承し受け継いでいることが明らかにされました。旧約聖書の伝統

を重んじるユダヤ教の人々に対して主イエスこそ旧約聖書の伝統を正式に継承しているこ
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とを明らかにしているのです。最も大切なことは、預言者アンナとシメオンが聖霊によっ

て、主イエスこそ「救い主、メシア」である事を理解する正統な信仰が与えられている事

実です。更には、当時この二人以外に、イスラエルの慰められるのを待ち望む信仰者がい

なかったという信仰の危機的現実を教えているのです。この時代が信仰の危機であったと

いうことです。シメオンとアンナに光が当てられ、旧約聖書からの正しい伝統を継承する

者、救い主を見分ける信仰者がここにたった二人ですが、残されていたのです。 

 この御言葉は、当時のユダヤ社会に対する、痛烈な批判として聞かれなければなりませ

ん。この二人以外の大祭司や祭司長など、神殿の支配者たちが大勢いたのです。しかし彼

らの中の誰一人として真の救い主を見分けることが出来なかったという批判です。旧約聖

書の伝統を継承しているシメオンとアンナだけが、主イエスこそ私たちの救い主なのだと

宣言しているのです。 

 この声をルカによる福音書は私たちに届けています。神の霊の導きによって旧約聖書の

伝統を継承したシメオンの賛歌によって、正しい信仰が継承されるのです。ヘロデ王はじ

め、ユダヤの指導者たちが旧約聖書の正しい継承者ではないということです。シメオンと

アンナが守り続けた信仰は聖霊によって与えられているのです。 

 旧約聖書の律法に忠実であるならば、終末において遣わされる救い主メシアを待望して

いるはずです。ペルシャの王キュロスですらメシアと見なした危うい時代が続きました。

メシア待望が形骸化していました。今や誰が真の救い主であるか、見分けることに関心も

なくなっていた時代です。そのような信仰の危機の中で、真の救い主を見分ける奇跡的な

出来事としてのシメオンと主イエスの姿こそ、私たちに喜びであり、慰めであると告げ知

らされているのです。 

 律法に従って主イエスが神殿に献げられたとき、シメオンとアンナは待望していた救い

主、キリストに出会い、シメオンは霊に満たされ、主イエスの将来について預言します。 

 この出来事は、女預言者アンナとシメオンによって旧約の預言者のあるべき姿が印象深

く示されています。律法を遵守する姿を通して、イスラエルの遺産である律法と預言とが

ここに生きていることに光が当てられています。真の「律法と預言」は、神殿の中庭に主

イエスが奉献されていることによって明らかにされ、シメオンの賛歌は、預言者イザヤの

言葉によって歌われました。 

「慰めよ、わたしの民を慰めよと／あなたたちの神は言われる。2 エルサレムの心に語り

かけ／彼女に呼びかけよ／苦役の時は今や満ち、彼女の咎は償われた、と。罪のすべてに

倍する報いを／主の御手から受けた、と。」イザヤ書４０章１節 

「12 主はこう言われる。見よ、わたしは彼女に向けよう／平和を大河のように／国々の栄

えを洪水の流れのように。あなたたちは乳房に養われ／抱いて運ばれ、膝の上であやされ

る。13 母がその子を慰めるように／わたしはあなたたちを慰める。エルサレムであなたた

ちは慰めを受ける。」イザヤ書６６章１２－１３節 

 シメオンの賛歌はイスラエルの慰めは、異邦人への啓示であると声高らかに讃美します。

神の真の救いが、ここで初めて正しく讃美されます。神の御名が讃美されるということは、

驚くべきことにユダヤ人に限定されることなく、真の救いはユダヤ人から普く広がると歌

われています。東方の学者たちがそうであったように異邦人への啓示の光が輝いています。 

 シメオンは、主イエスを通して異邦人にもたらす救いを見ました。それだけでなく、主

イエスを拒否する人々がいることをすでに見通しています。主イエスを十字架につけよと

叫ぶ群衆の姿も見通されています。シメオンの第二の言葉は、母マリアにあてたものです。
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「あなた自身も剣で心を刺し貫かれます」とあります。この剣とは、神の言葉を本当に信

じることを意味しています。神を信じる信仰によって主イエスの真の家族となることです。

神の家族とは血縁によるのではなく、神の救いを見つめ、神の言葉を受け入れることによ

って、真の家族になると語られているのです。  

 ルカによる福音書８章２１節「するとイエスは、「わたしの母、わたしの兄弟とは、神

の言葉を聞いて行う人たちのことである」とお答えになった。」 

 私たちは、シメオンの賛歌によって、神の家族の一人とされていることを知らされてい

ます。真の救い主を大胆に誉め讃え、主イエスの真の家族に加えられた喜びの知らせを聞

いているのです。シメオンの賛歌を賛美することは、私たちが神の家族の一人として、神

に迎えられている喜びを喜ぶことなのです。私たちは神の家族とされているのです。 

 今なお地球上にはクリスマスを祝うこと、クリスマスの賛美を自由にすることが困難な

国と地域があります。しかし、主の御言葉を信じる事によって、神の家族である事を感謝

し喜ぶ事が出来るのです。 

 私たちは、現在、最も世俗化した時代に生かされています。これまでのどんな時代より

も救い主が誰であるのか見分ける事が難しい時代に生きています。何も分からないまま、

手探りで生きることを求められています。現代は、真の救い主を見分ける事が出来ない時

代、救い主を見失う、信仰の危機の時代ではないでしょうか。 

 このような時代のただ中でこそ、シメオンの賛歌を聞き、共に賛美する事は、シメオン

が主イエスを抱いて賛美した姿によって、真実の慰めに招かれているのです。 

 主日ごとに礼拝をささげ祈り、私たちの救い主こそ、主イエス・キリストであるとの信

仰の目を大切にしたいと願います。教会において神の家族として、聖書を共に読み、救い

主を抱いて喜ぶシメオンを心に刻みつつ新しい２０２５年を歩み出す時、声高らかに、シ

メオンと共に賛美を献げ、礼拝を献げる新しい年を感謝しましょう 

 

 祈りましょう。天の父なる神さま、主イエスを抱きつつ、救い主を賛美するシメオンの

姿を通して、あなたが異邦人である私たちのために救い主をお遣わしくださり、あなたの

家族としてくださること、この大きな恵みを感謝します。教会の交わりを通して、声高ら

かにあなたの御名を賛美する群れとしてください。主イエス・キリストの御名によってお

祈りいたします。アーメン 

  

讃美歌  １１９番 羊はねむれり 

 

献   金               

 

頌 栄   ５４４番 

 

祝 祷  主があなたを祝福し、あなたを守られるように。 

      主が御顔を向けてあなたを照らし あなたに恵みを与えられるように。 

      主が御顔をあなたに向けて あなたに平安を賜るように。 

       主イエス・キリストの恵み、神の愛、聖霊の交わりが、 

         あなたがた一同と共にあるように。    アーメン  


